





























































































































































































身長(c〃） １７１．４７ 5.10 1６８．６１ 5．０２
体重(ん,） 65.14 5.14 61.86 6.22
胸囲(c"） 91.68 3．５１ 89.96 4．４１
座高(”） 92.14 2.43 9０．９６ 2.49￣
３２４下肢長(c"） 80.42 3.13 76.68
立位体前屈
（c"） 15.37 5．６６ 15.02 ４．４８
５０ｍ定(秒） 6．６１ 0.24 7．２１ 0.27
ストライド
（c"） 198.68 9．７２ 180.49 1０．３６
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ハードル～着地 2２ 1６２０ 30.09 2５ 1３４２ 26.34
着地～第１歩 2２ 127.9 13.02 128.12５ 12.30さ７６２c〃局
第１歩～第２歩 177.82２ 1０９０ 180.72５ 1３．１７
インターバル ８ｍ
第２歩～第３歩 2２ 160.2 18.00 177.42５ 15.15
第３歩～ハードル 2２ 162.5 1６．８１ 179.82５ 18.33
ハードル～着 地一
歩
155.32２ 17.34 141.22５ 24.99
着地～第１ 140.72２ 9.19 2５ 134.0 1２．８１高さ７６．２c〃
インターバル8.577Z
第１歩～第２歩 189.4 10.662２ 閲一
閲
185.9 15.33
第２歩～第３歩 2２ 1７９２ 9.12 186.6 18.74
第３歩～ハードル 190.52２ 1７．４１ 2５ 1９９２ 2０．３０









地～第１歩 2２ 1２１．２ 128.6 14.65ざ91.4c〃局
歩～第２歩 皿一
辺





9．６１ 2５ 177.7 1３．３１
第３歩～ハードル 2２ 15.60 2５ 179.9 16.01
ハードル～着地 2０ 1６５９ 22.14 2１ 1５２８ 16.58











第２歩～第３歩 1７４２2０ 2１ 1６．５２










歩～第２歩 1９ 1９５２ 20.12
インターバル９ｍ
第２歩～第３歩 1９ 1８４０ 8.08
第３歩～ハードル 1９ 2１１６ 1５．０１
ハードル～着地 1９ 1７３０ 22.35
着地～第１歩 1９ 1４３１ 1１．３３ざ９９．１c〃局
第１歩～第２歩 1９ 200.6 1２．５０
インターバル９畑
第２歩～第３歩 1９ 184.0 9.80
第３歩～ハードル 1９ 205.4 1７．４１
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屯のと思われる。（体育生のほとんどが，イン
ターバルが近すぎることを指摘していることか
らも，そのことが理解できる。
②高さ76.2c"，インターバル８．５ｍの場合
ハードル～着地においては，やはり体育生の
方が一般生よりも大きいが，その差が約l4cMIzく
らいまで縮まってきている。第２歩～第３歩で
７c"程度に，第３歩～ハードルでも９CiiZ程度ま
で縮まってきている。さらに体育生の場合，第
３歩～ハードルの方が，ハードル～着地よりも
35c〃余り大きくなり，理想の形に近ずいてきて
いる。とくにインターバルが，①の場合よりも
0.5ｍ延びているにもかかわらず，ハードル～
着地は逆に７c〃余りも短かくなっているのは注
目される。
③高さ91.4ciiZ，インターバル８ｍの場合
この場合には，ハードル～着地で，体育生の
方が一般生より20c"余りも大きくなっている。
第３歩～ハードルでは両者がほぼ同じであるの
で，体育生の方がハードルを越えてから着地す
るまでに，身体がやや流れるようなフォームに
なったものと考えられる。体育生についての糸
①の場合と比較して承ると，ハードルが高くな
ったせいか，第３歩～ハードルで17c〃余りも大
きくなっている。踏承切り地点がハードルに近
くなると，身体が上方へ浮き過ぎて，スピード
が殺されるので，踏承切り地点はある程度ハー
ドルから遠くなる方がよいようである。とくに
ハードルの高さが上がるほどそのことが言える
ようである。第２歩～第３歩について，体育生
と一般生とを比較して承ると，①の場合と同様
に，一般生の方がl0c1jz余りも大きくなってい
る。
④高さ91.4c"，インターバル８．５ｍの場合
ハードル～着地では，体育生の方が一般生よ
り約13ｃｍ大きくなっているが，①②③に比べる
と，その差が小さくなってきている。第１歩～
第２歩，第２歩～第３歩においては，③の場合
と同様に若干一般生の方が大きくなっている
が，第３歩～ハードルでは，逆に体育生の方が
大きくなっていく傾向にある。
⑤高さ91.4c〃，インターバル９ｍの場合
体育生についてのjZA実施したが，インターバ
ル９ｍになっても，ハードル～着地の距離は今
までとほとんど変わらない。しかし，それ以後
の各歩間はいずれも若干ではあるが大きくなっ
てきている。とくに第３歩～ハードルでは，④
の場合に比較して16c〃程度大きくなっている。
結局，インターバルが大きくなった分は，各歩
を今までより若干大きくし，とくに第３歩～ハ
ードルで，かなり大きくカバーしていることが
わかる。またここでは，第１歩～第２歩の時の
偏差値が今までより大きくなっている点も注目
される。
⑥高さ99.1cjMl，インターバル９ｍの場合
これも体育生についての糸実施したが，⑤の
場合と比較してゑると，ハードル～着地が若干
大きくなっている。これは，ハードルの高さが
91.4c"から99.1ｃ１ｉｚに上がったために，それだけ
高く身体を引き上げて，またぎ越す努力をしな
ければならず，その反動で着地が少々流れてし
まったものと思われる。
〔Ⅶ〕まとめ
障害走と相関があると予想されたスピード，
瞬発力（立幅跳び），柔軟性（立位体前屈），
下肢長ストライドについて障害走との相関をゑ
たが，スピードとの相関がもっとも高く，瞬発
力やストライドなどでも一応順相関がみられる
が，全般的には予想したほど高い相関ではなか
った。これは，実験に用いたハードルの高さが
低かったことや，インターバルが狭かったこと
にもその原因があるものと思われる。
体育生と一般生との間には，ハードルの高さ
やインターバルの感じ方に，かなりの差がふら
れた。体育生の場合には，高さ91.4c腕，インタ
ーバル８．５ｍ～９ｍ程度が障害走として好適と
感じているのに対して，一般生では，高さ76.2
c"インターバル８ｍ～８．５ｍ程度が好適である
と感じている。これは，主として障害の技術の
差からきているものと考えられる。これらのこ
とは，障害定におけるストライドの面からゑて
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屯うなずかれる。
障害定を教材として，あるいは練習の中に取
り上げる場合には，現在楽にこなせるものでは
なくして，少を困難を伴なうもの，すなわち一
段上の段階のものを取り上げてやる方が意義が
あると思われる。それからすれば，体育生の場
合には，高さ99.1cliz，インターバル９，１４とい
う高校の競技会で実施されている程度のものは
是非実施しなければならないと考えられる。高
さ106.7c〃，インターバル９ｍ14という一般男
子の種目として実施されているものについて
も，そんなに無理のない種目として今後検討し
ていく必要があろう。一般生の場合にも，高さ
91.4cjm，インターバル８．５畑程度のものを教材
の障害定として取り上げていっても，それほど
無理があるとは思われない。
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